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寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額

　年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名

事 業 実 施 期 間

事 業 の 背 景

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

おそらく日本では北川氏しか成し遂げていない植物からの釉薬制作により器の絵付けをしている方
はいないと思われる。新しい技法での絵付け方法なので興味があられる方々が佐賀県はもとより全
国より来られると予測できる。

事 業 の 成 果

令和５年４月１日　から　令和６年３月３１日

一般社団法人文化芸術の泉アールフォンテヌ

①県民の便益にどのようにつながったのか

北川八郎氏の作陶展＆写真展の開催にあたり九州各地から来客があり、近隣のようかん屋をご紹介
することにより経済効果ももたらされた。
また技法として植物から釉薬を作り出し器への絵付けをしている珍しい作陶展であるため有田の方
も来られて熱心に技法の質問をされていた

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）

新しい絵付けの釉薬の技法により新たな有田焼の技法とプラスされた作品が生まれるかもしれない



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計 203,354 137,899

①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］
事業名

具体的な事業内容
①目的②対象者③実施内容

①５月１０日～１
４日
②小城鍋島家Ten

203,354 137,899作家個展事業

①目的：植物から釉薬を作り出す技法は日
本で初めての技法である。その技法を佐賀
県民に知ってもらう。
②対象者：佐賀県民
③実施内容：北川八郎氏の作陶展＆写真展
と題して開催し、期間中北川氏に在廊して
もらい、植物から釉薬を作り出し器への絵
付けをしている珍しい工程を随時説明して
もらった。



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計 500,000 136,344

①実施日時：２０
２４年５月２６
日・２７日
②実施場所：奏楽
庭＆巨石パーク
（見込み）

500,000 136,344

はせくらみゆき氏講演会を実施①目
的：YouTubeでも有名な方で佐賀の良さ
を発信してもらう。②対象者：佐賀県
民③実施内容：画家であり作家であり
科学から経済・教育・ジャンルイとら
われない幅広い話を聞く。次の日は巨
石パークに登山ツアー

講演会事業

具体的な事業内容
（予定）

①目的②対象者③実施内容
事業名

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

http://fontenu.com

136,344

206,000

（内訳）

137,899

68,101

42,573

4,730

6,468

14,330

342,344

（内訳）

342,344

319,600

22,744
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